
た植田校区夏祭りの運営が体力的に負担になってきたとのことだった。

そこで、令和５年度から植田小学校ＰＴＡ・南稜中学校ＰＴＡ・植田保

育園父母の会がかき氷やヨーヨー釣りなどの屋台店の準備運営を積極的

に行っている。調理が難しいものはキッチンカーを依頼し、レンタルグ

ッズの活用で準備の負担軽減を図るなど、子どもたちをはじめ来場者が

喜ぶ新しいアイデアで夏祭りの運営にかかわっている。 

植田小学校の子どもや中学生になった植田小学校卒業生が大勢ボラン

ティアとして積極的に祭りに参加し、アナウンスや太鼓、準備や片

づけを担った。「中学生になったら植田夏まつりを手伝いたい」「ジ

ンギスカンを踊れる大人になって植田夏まつりを盛り上げたい」という気持ちを抱く子がいた。自治会

のかたは、「小学生の放送や太鼓演奏が祭りに彩りを添えた」「中学生がよく働いてくれた」と満面の

笑みだった。子どもたちは、地域のかたとかかわりながら感謝し感謝されることで、植田校区の役に立

つことができたという自信や誇りをもつことができた様子だった。 

（３） 持ち寄り資源回収

コロナ対策として持ち寄りでの資源回収を行いはじめたところ、ＰＴＡ会員から「これなら負担が軽

減され今後も資源回収を続けていくことができる」と好評であったため、持ち寄りという形で継続して

いる。地域のかたがたは、植田小学校の子どものためにと段ボールや新聞等を持ち込んでくださる。ま

た、植田校区内の工場や医院、商店などが段ボールを回収に出して協力してくださる。回収された資源

回収の収益金は、マラソン大会後の飲料購入や地域講師を招いたクラブの補助などに活用され、子ども

たちは地域のかたの厚意に感謝している。 

（４） ＰＴＡと植田校区健全育成会共催による教育講演会

自分の住んでいる地域についてより深く知り、地域に愛着をもって

ほしいという願いから、豊橋市美術博物館副館長高橋洋充氏をお招き

してＰＴＡ教育講演会「豊橋の城～南稜校区にも城があった～」を６

月に行った。植田校区健全育成会と共催し、地域のかたにも参加して

いただいた。「城に関係する地名が植田校区にたくさん残っているの

を初めて知った」という感想が聞かれた。 

６ 研究の考察 

ＰＴＡが学校や地域と連携し協働することで、子どもたちの活動の幅が広がるとともに、子どもたち

が安心して地域や学校で成長することができていると考える。「とても暑いのに、夏まつりで友達と交

流をする場を作ってくれてありがとうございます」「資源回収で得た大切なお金を私たちのために使っ

てくれてありがとうございます」と、地域の人の思いを感じ取り、感謝をする児童の声が多く聞かれた。 

７ 成果と今後の課題 

大きなイベントである植田校区夏祭りであるが、小学校内のことをよく知っている卒業生が積極的に

片づけを担ったので、地域のかたやＰＴＡの負担を抑えることができた。今後も互いが得意な分野で知

恵や力を出し合って負担感を減らしつつ、植田を愛し大切にする子どもを育てていきたい。 

夏祭りにはたくさんの屋台があって楽しいね 

南稜校区にも城があったんだね 

地域社会との緊密な連携を築こう 
～学校と家庭が連携し、心豊かな浜っ子を育成する～ 

碧南市立大浜小学校ＰＴＡ 

１ 学区及び学校の概要 

 本校は碧南市の南部に位置する。学区の南西側には衣浦湾を埋め立てて造られた衣浦臨海工業地域

があり、北側には室町時代から続く多数の寺院がある。みりんの製造といった商業も栄え、休みの日

には観光客も多数訪れる地にある。全校児童 590名と中規模の学校で、13％の外国籍の児童も通う国

際色豊かな学校である。 

２ 研究のねらい 

 子どもたちの健全育成のためには、学校・家庭・地域が手を携え、協力しながら児童の成長に関わ

り見守ることは不可欠である。その中で、ＰＴＡとして各種学校行事に協力し、学校での児童の実情

を知ることで、より学校支援に積極的にかかわることができるようにすることをねらいとする。 

３ 研究の仮説 

 学校生活における子どもたちに、保護者として関わる機会となるＰＴＡ活動を展開することで、学

校での子どもたちの姿に関心をもち、積極的に学校支援にあたろうとする意欲を高めることができる

だろう。 

４ 研究の方法 

 ＰＴＡ運営委員会を中心に、本校ＰＴＡの目的である「児童の教育並びに福祉を中心に、学校と家

庭が密接な連絡を図り、本校教育の発展に期す」を達成するために有効な活動内容を検討し、学校と

協働することでＰＴＡ活動を展開する。 

５ 研究の実践 

（１）ネットモラル教室（成人研修委員会の取組）

 児童のスマートフォンの所持率は年々増加しており、児童にとっ

ても生活する上で必要不可欠なものになってきている。学校教育に

おいても一人一台タブレットが支給され、学習においても有効な教

具として活用されている。同時に、小学校低学年であってもＳＮＳ

の利用で外部との接触が容易にできてしまい、昨年度は小学１年生

でもＬＩＮＥによるトラブルが起こっている実情がある。そんな中、

ネットモラルを学び、ネットによるトラブルの被害者にも加害者に

もならないよう学びの場を提供することはとても重要になる。そこで、今年度、ＰＴＡの成人研修委

員会の主催で愛知県の委託業者であるスターキャットに依頼し、昨年度まで小学５、６年生と保護者

を対象としていた講演会を、今年度は小学３年生からに対象を拡大し、「みんなのネットモラル塾」と

題して、正しいスマートフォンの使い方について学んだ。保護者も一緒に参加し、同じ話を聞くこと

【LINEの返信の仕方等を学ぶ児童】 
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で、家庭でもスマートフォンの使い方について話し合うきっかけづくりにすることができた。 
（２）学校新聞発行（文化広報委員会の取組） 

 文化広報委員会では、12月に発行する学校新聞に、４から６年生の児

童のクラブ活動の様子を紹介した。ＰＴＡの文化広報委員が児童の姿を

写真に収め、児童にインタビューし、新聞原稿を作成した。普段クラブ

活動の様子を見る機会がないだけに、保護者の立場からの情報発信は、

学校での児童の様子を知ってもらうよい広報活動の機会となった。 
 
（３）交通安全教室の補助とあいさつ運動、通学団見守り隊（生活安全委員会の取組） 

 １、３年生が実施する交通安全教室の補助員としてＰＴＡの生活安

全委員が児童の安全な歩行や自転車の乗り方等を見守り、声をかけた。

児童との関わりを通して、地域においても児童の様子に気を配ること

ができるようになった。 
 また、月一回設定されたあいさつ週間では、児童会の運営委員と学

級委員が昇降口に立ち、登校する児童に元気よくあいさつをしている。

あいさつ週間の最終日をあいさつ運動の日とし、１年生の保護者も順

番に立ち、登校する児童の様子を見守りあいさつ運動に参加した。 
 さらに、全ＰＴＡ会員が年間１回以上、都合のつく日に、通学団の集

合場所での児童の様子や通学路での児童の様子を見守っている。本校では、年度初めから５月いっぱ

いまでは通学団による班別登校、６月からは個別登校をしている。見守り隊活動後には、児童の登校

の様子や通学路の危険箇所等気づいたことを報告していただいている。保護者によっては、その場で

児童に声をかけ安全に気をつけて登下校できるよう促してくださる方もあり、学校とＰＴＡとが一体

となって児童への指導にあたっていることが感じられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ 研究の考察 

学校行事等に積極的に関わることで、学校での子どもたちの様子を知ることができ、今後も前向き

に学校のために協力していこうという気持ちをもつことができた。 
 

７ 成果と今後の課題 

 学校と家庭が手を携え、子どもたちの成長のために取り組んでいくことの大切さに改めて気づくこ

とができた。今年度以上に保護者が学校への関心を高め協力できるようにするためにも、ＰＴＡの立

場から、参加したことで学べたことを発信しながら、学校行事に多くの保護者に参加してもらえるよ

○しっかりルールを守り安全に登校できていました。 

○集合時刻にはきちんと集まり、グリーンベルト内を一列で歩いていました。１年生の子を大きい子と大き

い子で挟んで歩いていて、ほっとしました。 

○班長さんが、何度も振り返り、１年生を気にかけてくれていました。たいへんありがたく、頼もしさを感

じました。 

●大通りに出るときに車がきていても班長さんが道路を横断してしまい、他の子も渡らないといけないと思

い、後ろの子たちも走って横断していて、車の方が止まってくれる場面がありました。班長さんが渡って

も、左右を確認し車がきていたら車が通り過ぎるのを待ち、副班長さんと一緒に渡るように話しました。 

●伊勢の大きい通りに横断歩道があるといいなと思いました。 

【通学団見守り隊活動後の保護者の感想・意見】 

【横断歩道の歩行を見守る保護者】 

【児童にインタビューする保護者】 

うはたらきかけていきたい。 
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